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開する場合 （stepwise movement for topics 切れ目無いトピック推移）と、




















話題を誘い出す topic initial elicitors（話題の誘い出し）と、候補となる話題
を自らが提示する topic nomination（話題提示）の２種類があるとする。前





















01 Shirley： D’yih talk tih Dana this week?
02 Geri： ･hhh Yeh I talk ’tih Dana uh::m（0.4)･tch
03 k ･hh（0.4)゜uh：：m゜





01 Ilene: I’ve jus’got u-I’ve jus’been getting suh-uh
02 buying uh doing my shoppin:g
03 Joyce: You ha:ve














































































つも見られず、すべてが itemised news enquiriesか news announcementsに
よるものであった。以下では両タイプの導入発話から、どのように話題化に至
るのかを記述する。
5.1 Itemised news enquiriesによる話題導入




グループ JA1 JA2 JA3 JA4 JA5 JA6 JA7 JA8 合計 平均










02 J41：あ 僕は＠ え：：：と アートマネージメントをやっています.
03 でえ：：：と 前は○○大学であの：：え：：：と
04 コミュニケーションデザインをやっていたので
























































06 J40：ほぼ男子. まあ大体１割 １学年１割っていうところですね.






















01 J24：でも どうなのかな↑ で求人とかあるんですか↑




























04 どっちかでか どっちで書くか［とかその 2］ ←（再導入）
05 J40： ［いや たぶん 2］





























































































































































06 J37：え で なんていうんですかまあそういう
07 あのアバターとかアプリケーションのほうにはそんなに






14 あの：：(1)何ですかね その コミュニティが
15 どういうふうに作られるのかみたいな 研究が



















34 J37：まあ 移民がいっぱいいるので（1）のその コミュニティと
35 あとまあサンディエゴに住んでるアメリカ人白人文化












































の話題導入のプロセスの中の topic initial elicitorsの事例は見られず、itemis-
ed news enquiries と news announcementsが多様されていた。本稿と同じ日
本語の初対面会話を扱った宇佐美・嶺田（1995）のデータでは、話題の導入に
は質問形式が大半を占め、叙述形式は少ないという結果が出ていた。しかし、
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↑ 上昇調イントネーション ＠ 笑い
（1）ポーズ 数字は秒数を表す (.）１秒以下のポーズ
○○△△ 固有名詞 ［ 発話の重複開始箇所
］ 発話の重複終了箇所 ［ １］ 発話の重複のペア
＜WH WH＞つぶやき ：：直前の音の引き延ばし
＝ 発話が密着している箇所 (（ ））筆者注
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